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令和７年度 愛西市地域保健対策協議会会議録（概要） 

会 議 名 令和 7年度第 1回愛西市地域保健対策協議会  

開 催 日 時 令和 7年 8月 25 日(月)午後 2時 00 分から午後 3時 20 分まで 

開 催 場 所 愛西市佐屋保健センター2階会議研修室 

出 席 者 別紙のとおり 

欠 席 者 佐藤 博之委員 

協議事項等 

１あいさつ 

２会長、副会長の選出について 

３協議事項 

(1)令和 6年度愛西市保健事業実施結果について 

(2)令和 7年度愛西市保健事業実施計画について 

(3)愛西市健康日本 21計画推進について 

４その他 

公開／非公開の別  公開 

非公開の理由 ― 

傍聴人の数 0 人 

会 議 資 料 

次第 

令和 7・8年度愛西市地域保健対策協議会委員名簿 

資料番号 1 令和 6年度愛西市保健事業実施結果 

資料番号 2 令和 7年度愛西市保健事業計画 

資料番号 3 第 3 次愛西市健康日本 21 計画、食育推進計画及び自殺対策計

画における取組内容のまとめ 

審 議 経 過 別紙のとおり 
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愛西市地域保健対策協議会委員 

 

 

事務局 

所  属  等 氏   名 備考 

健康子ども部長兼こども家庭センター長 人見 英樹  

保険福祉部参事 青井 優  

健康子ども部健康推進課長 猪飼 政和  

健康子ども部健康推進課 

村瀨 さやか  

藤澤 花鈴  

藤松 志乃  

山田 文枝  

奥田 拓  

麻西 志保  

村瀬 香菜  

 

 

 

 

 

役職名 氏  名 職種名及び団体名 備 考 

会 長 前田 知幸 愛西市医師代表 
 

副会長 奥田 悦司 愛西市歯科医師代表  

委 員 古田 加代子 愛知県立大学看護学部教授  

〃 杉浦 嘉一郎 愛知県津島保健所長  

〃 伊藤 裕成 津島海部薬剤師会代表  

〃 加藤 保 愛西市総代会代表  

〃 髙橋 寛直 愛西市民生児童委員協議会代表  

〃 小林 秋良 愛西市社会福祉協議会代表  

〃 小林 啓克 愛西市老人クラブ連合会代表  

〃 中村 文子 愛西市婦人会代表  

〃 方美津惠 愛西市食生活改善推進協議会代表  

〃 山崎 洋一郎 愛西市立小中学校長代表  

〃 佐藤 博之 愛西市教育部長 欠席 
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審 議 経 過 

 

発言者 内容（概要） 

市長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

1．あいさつ 

  市長あいさつ 

  

2.会長・副会長の選出について 

会長・副会長の選出について事務局から説明。 

 

委員の改選により、会長・副会長の選出をお願いします。 

 

【委員の互選により、会長に前田知幸委員、副会長に奥田悦司委員を選出】 

   

 会長あいさつ 

 

3．協議事項 

会議次第に従いまして、進行させていただきます。 

協議事項(1)令和 6年度愛西市保健事業実施結果について、及び(2) 令和 7

年度愛西市保健事業実施計画について事務局から説明をお願いします。 

 

(1)令和 6 年度愛西市保健事業実施結果、及び（2）令和 7 年度愛西市保健事

業実施計画について、資料番号 1、資料番号 2に基づき事務局から説明 

 

 

ただ今、（1）令和 6 年度愛西市保健事業実施結果について、及び（2）令

和 7 年度愛西市保健事業実施計画について事務局から説明がありましたが、

何かご質問等ございましたらお願いいたします。 

 

 子どもの心の健康づくり事業が本年度で終了ということについて、不登校 

の問題もあるなか、なぜ終了になるのか理由を教えてください。 

 

 市内小中学校においてキャリアパスポートによる年間目標の設定と取り組

みを行い、いのちの授業も独自に行うなど、心の健康づくりにつながる授業

が行われています。市の推進する事業に縛られず、各学校の児童生徒に合わ

せた健康教育を実施してもらいたいというのが終了の理由です。県が助産師

会に委託している女性健康支援事業も紹介するとともに、健康推進課は健康

教育の協力をしていきたいと考えています。 

 

学校から聞いている話では不登校が多くなっているが、その支援ができて

いないように思う。市の方で相談先を作ってもらうといいが。 

 

不登校、ひきこもりについては、こども家庭センターのあいさいっ子相談

室で相談を受けています。学校からの相談も受けています。 

 

3歳児健康診査の「要精密」が他の健診に比べて54人と多い。発達面におけ

るものなのか、内訳はどうか。発達面なら事後教室へつながると考えてよい

のか。 
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事務局 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

事務局 

 

委員 

 

事務局 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

 

 

3歳児健康診査では、視力検査と聴力検査を行っています。そこで聞こえに

くい、見えにくいといった結果であれば医療機関への受診へつないでいます。

3歳児健康診査の「要精密」はほぼそれであり、内訳は視力検査で40名程度、

聴力検査で10名程度である。発達面での心配がある場合は、「要観察」として

計上しています。 

 

協議事項（3）愛西市健康日本21計画推進について、事務局から説明をお願

いします。 

 

（3）愛西市健康日本21計画推進について事務局より、資料番号3に基づき説

明。 

 

ただ今、事務局から（3）愛西市健康日本 21 計画推進について説明があり

ました。ご意見、ご質問等ありましたらお願いします。 

 

 評価において標準化死亡比を採用した理由は。医療費推移で後期高齢者医

療費を採用した理由を教えてほしい。 

 

 標準化死亡比は100を基準としており、愛西市の死因で何がどれくらい高い

か年齢構成が異なる地域と比較が可能なため採用しました。 

医療費においては、働き盛りの世代は社会保険や国民健康保険等ばらつき

がありますが、後期高齢者医療は市民で統一されるため、市全体の状況が把

握・比較しやすいです。また、後期高齢者医療を分析することで、市民が若

い世代からどう取り組めばよいのか予防的な検討ができるのではないかと考

えました。 

 

 被用者保険で支払っている保険料の半分が、国民健康保険や後期高齢者医

療保険制度に支援金として支払っている事実が、働く世代の対策として重要

になるため、データヘルス計画や医療費適正化計画も活用するといい。 

 特定健診や後期高齢者健診の費用助成はあるのか。 

 

特定健診も後期高齢者健診も無料で行っています。 

 

がん検診の受診率には、社会保険等も含まれているのか。 

 

市の検診の受診者のみで社会保険等で受診された方は含まれていません。 

 

循環器疾患の評価指標で、「急性心筋梗塞」と「脳内出血」の標準化死亡比

の減少とあるが、なぜこの二つを挙げたのか。 

 

レセプトの分析から、課題のある疾患を挙げました。また、KDBシステムか

らも指標が出せるため評価指標としました。 

 

資料番号3の取り組みについて、計画におけるものの表記ではなく、関係機

関が行っている取り組みとして示す形とするといい。 
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委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

母子保健事業においては、様々な健康レベルの方に手厚く実施している。

学校と連携が取れているのも愛西市の特徴と言える。今後も続けてほしい。 

成人保健事業でも検診受診率が県と比較しても高い。精検となった方への

再勧奨など丁寧な取り組みをされている。今後も続けてほしい。 

 

ありがとうございました。 

4 その他について、事務局から何かありますか。 

 

4 その他について 

第 2 回の会議は、令和 8 年 2 月頃を予定しております。委員の皆様方には

大変お世話になりますが、よろしくお願いします。 

 

以上をもちまして本日の協議事項はすべて終わりました。長時間にわたり、

ありがとうございました。 

 

 

 


